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はじめに 
 

 「ひとり親家庭」とは、両親のいる家庭に対して、母親と子ども、

または父親と子どもだけからなる世帯をいいます。 

 様々な事情でひとり親家庭になった時、生活上の多くの問題をひ

とりで抱え込むことになり、大きな負担がかかることと思われます。 

 国や都、市ではひとり親家庭の方々の負担を少しでも軽減するた

め、様々な制度を設けて事業を実施していますが、事業を担当する

部署が多岐にわたることから、市民の皆様からは、一目で制度の概

要がわかるしおりが望まれていました。 

 このしおりは、これらの事業の内容がより理解され、広くご利用

いただけるよう、「ひとり親家庭」に関する情報を幅広く掲載したも

のです。このしおりが少しでも市民の皆様のお役に立つことができ

れば幸いです。 

  

 

２０２２年５月 
 

町田市子ども生活部子ども総務課 
 

 

※ まちだ子育てサイト 

 https://kosodate-machida.tokyo.jp/ 
 

 

このしおりは、原則として２０２２年４月１日現在のひとり親家

庭等に関する国や都および市の制度を中心に紹介したものです。 

制度等については、変更される場合もありますので、詳細につい

ては各問い合わせ先に照会してください。 

https://kosodate-machida.tokyo.jp/
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【お知らせ】 このしおりをお読みになる前に、以下の印を確認
しておくと便利です。 

 …… 電話   …… インターネット

項目の左側に    がある場合  
…… 父子家庭も利用（申請）できます。 

項目の左側に    がある場合  

…… 父子家庭も一部利用（申請）できます。 

項目の左側に何も印がない場合 
…… 父子家庭の方は利用（申請）できません。 

（例）   職業相談・紹介機関

……「職業相談・紹介機関」は父子家庭の方も一部利用できます。 
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ひとり親相談 
 

■ 子ども家庭支援センター   ０４２－７２４－４４１９ 

 

ひとり親家庭の生活全般や就労、資格取得などを目的とした給付金や、

母子・父子・女性福祉資金、ヘルパー派遣などに関する相談を受けていま

す。まずはお電話ください。 

 

■ 東京都ひとり親家庭支援センター 

ひとり親家庭の生活、養育費や面会交流の相談、離婚前後の法律相談な

どお受けしています。専門相談員による相談（予約制）は電話または来所

にて行います。相談は１時間です。 

 http://www.haat.or.jp/category/1907040.html 

 

はあと  ☏ ０３－６２７２－８７２０ 

千代田区飯田橋３－４－６ 新都心ビル７階 

 

電話相談 通年（年末年始を除く） 

     ９時~２０時３０分 （火・水・木・金） 

     ９時~１７時３０分 （月・土・日・祝） 

 

専門相談 予約制。電話にてご予約下さい。 

 

はあと多摩  ☏ ０４２－５０６－１１８２ 

立川市曙町２－８－３０ 立川わかぐさビル４階 

 

電話相談 通年（祝日を含む） 

     ９時~１７時３０分 （月・水・木・土・日・祝） 

     ９時~１９時３０分 （火・金） 

 

専門相談 予約制。電話にてご予約下さい。 
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女性悩みごと相談 

 

■ 女性悩みごと相談専用電話  ０４２－７２１－４８４２  

 

自分自身のこと、お子さんや家族のこと、人間関係、女性への暴力など、

女性が抱える様々な悩みをお聞きし、解決の糸口をご一緒に考えます。 

 

 

電話による相談 

月・火・木・金・土曜日   ９時３０分 ～ １６時 

 水曜日（第３水曜日を除く） １３時  ～ ２０時 

法律相談 

毎月第２または第４木曜日 １４時 ～ １６時（電話相談で予約） 

 

 

■ 男女平等推進センター   ０４２－７２３－２９０８ 

 



養育費相談 

養育費とは、お子さんが自立するまでに要する費用です。衣食住に

掛かる経費、教育費、医療費等を指します。 

子どもを扶養する義務は、親子の身分関係から生じます。養育費は、

どちらに親権があるかとは無関係に、父母の資力に応じて互いに分担

すべきものです。お子さんに対して、自分と同程度の生活を保障する

義務が生じますので、自己破産しても子どもの養育費の負担義務はな

くなりません。 

また、養育費は離婚時に取り決めをするのが一般的ですが、離婚後

でも養育費の分担について話し合うことは可能です。養育費専門の相

談員が配置されている次の機関で相談することができます。 



 - ４ 

 

 

■ 養育費相談支援センター   ０３－３９８０－４１０８ 

 ０１２０－９６５－４１９（携帯電話・PHSは使えません） 

豊島区西池袋２－２９－１９ ＫＴビル１０階 

http://www.youikuhi-soudan.jp/ 

 

養育費に関する電話相談やメールによる相談が可能です。また、ホーム

ページでは、養育費の取り決めや確保の仕方、相談機関に関する情報等を

入手できます。 

 

相談受付  平日（水曜日を除く） １０時～２０時 

水曜日 １２時～２２時 

土曜日・祝日 １０時～１６時 

（振替休日は、電話相談はお休みです。） 

メール相談 メールアドレス  info@youikuhi.or.jp 

 

 

 

 

子ども家庭支援センター 

 

■ 子ども家庭支援センター   ０４２－７２４－４４１９ 

 

子ども家庭支援センターでは、０歳から１８歳未満のお子さんとその家

庭の相談を行っています。子どものこと、家庭のことで悩んでいる方、ま

ずはお電話ください。 

http://www.youikuhi-soudan.jp/
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地域子育て相談センター 

 

■ 堺地域子育て相談センター    ０４２－７７０－７４４６ 

■ 南地域子育て相談センター    ０４２－７１０－２７５２ 

■ 鶴川地域子育て相談センター   ０４２－７３４－３６９９ 

■ 忠生地域子育て相談センター   ０４２－７８９－７５４５ 

■ 町田地域子育て相談センター   ０４２－７１０－２７４７ 

 

市内５ヶ所の地域子育て相談センターでは、主に小学校に入学する前ま

でのお子さんの子育て相談に応じます。 

 

相談内容 

・育児相談 

・子育て情報 など 

 

開所時間 下記QRコードをご確認ください。 
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児童相談所 

 

児童相談所は、子どもの健やかな成長を願って、ともに考え、問題を解

決していく専門の相談機関です。 

１８歳未満の子どもに関する相談であれば、本人・家族・学校の先生・

地域の方々など、どなたからでもお受けします。相談内容は養護相談、健

康管理に関する相談、身体・知的・発達障害相談、非行相談、育成相談な

どです。児童福祉司（ソーシャルワーカー）、児童心理司、医師などの専門

スタッフが相談・サービスにあたります。 

 

■ 八王子児童相談所   ０４２－６２４－１１４１ 

八王子市台町３－１７－３０ 

相談日 

月～金曜日  

※虐待等、緊急性のある相談には、土曜・日曜、祝日（年末年始を含む）

も東京都児童相談センター（ ０３－５９３７－２３３０）で対応し

ています。 

相談時間 

９時～１７時 

※夜間（１７時４５分以降の閉庁時間帯）の虐待等、緊急性のある通報・

連絡は、東京都児童相談センター（ ０３－５９３７－２３３０）で

対応しています。 

相談方法 

電話、来所による相談 
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児童扶養手当 

 

■ 子ども総務課手当・医療費助成係   ０４２－７２４－２１４３ 

 

１８歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間にある（一定の障が

いを有する場合は２０歳未満）子どもがいるひとり親家庭等に支給される

手当です。 

手当月額   

基本額   月額 ４３,０７０円 ～ １０,１６０円 

第２子加算額  月額 １０,１７０円 ～  ５,０９０円 

第３子以降加算額 月額  ６,１００円 ～  ３,０５０円 

それぞれ所得に応じて金額が決定されます。 

対  象   

次のいずれかの状態にある児童を監護（養育）している母、父または父

母以外で児童を養育する方（以下、受給資格者という）に支給されます。 

１. 父母が婚姻を解消した児童 

２. 父または母が死亡または生死が明らかでない児童 

３. 父または母が重度の障がいを有する児童 

４. 父または母に１年以上遺棄されている児童 

５. 父又は母が裁判所からDV保護命令を受けた児童 

６. 父または母が１年以上拘禁されている児童 

７. 婚姻によらないで生まれた児童 

支給の制限 

所得および年金の受給額によっては、手当の全部または一部の支給が停

止となります。 

なお、民法８７７条第１項の扶養義務者（直系血族または兄弟姉妹）と

同居している場合は、扶養義務者の所得によっては手当の支給が停止され

る場合があります。 
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また、受給開始から５年等経過した方は、「就業」等の条件を満たしてい

ないと、手当が２分の１に減額される場合があります。 

 

支給の対象外 

次のいずれかに該当するときは支給の対象となりません。 

１. 児童または受給資格者の住所が日本国内ではないとき 

２. 児童が児童福祉施設等の施設に入所しているとき 

３. 児童が里親に委託されているとき 

４. 児童が父（父子家庭の場合は母）と生計を同じくしているとき 

５. 児童が受給者である母（父）の配偶者（事実上の配偶者を含む） 

と生計を同じくしているとき 

申請方法 

必要書類を添えて、子ども総務課に申請してください。 

必要書類についてはお問い合わせください。 

支給開始 

認定になった場合、申請の翌月分から手当の支給が開始されます。 

支給月 

  １月（１１～１２月分） 

  ３月（ １～ ２月分） 

  ５月（ ３～ ４月分） 

  ７月（ ５～ ６月分） 

  ９月（ ７～ ８月分） 

 １１月（ ９～１０月分） 
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児童育成手当 

 

■ 子ども総務課手当・医療費助成係   ０４２－７２４－２１４３ 

 

１８歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間にある子どもがいる

ひとり親家庭またはひとり親家庭に準ずる家庭に支給される手当です。 

児童扶養手当と合わせて受けることができます。 

手当月額   

児童１人につき月額１３,５００円 

対  象 

次のいずれかの状態にある児童を監護（養育）している母、父または父

母以外で児童を養育する方に支給されます。 

１. 父母が婚姻を解消した児童 

２. 父または母が死亡または生死が明らかでない児童 

３. 父または母が重度の障がいを有する児童 

４. 父または母に１年以上遺棄されている児童 

５. 父又は母が裁判所からDV保護命令を受けた児童 

６. 父または母が１年以上拘禁されている児童 

７. 婚姻によらないで生まれた児童 

支給の制限 

所得の制限を超えると手当の受給資格はありません。 

支給の対象外 

次のいずれかに該当するときは支給の対象となりません。 

１. 児童が児童福祉施設等の施設に入所しているとき 

２. 児童が父母と生計を同じくしているとき 

３. 児童が里親に委託されているとき 
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４. 児童が父および父の配偶者または母および母の配偶者（事実上の 

配偶者を含む）と生計を同じくしているとき 

申請方法 

必要書類を添えて、子ども総務課に申請してください。 

必要書類についてはお問い合わせください。 

支給開始 

認定になった場合、申請の翌月分から手当の支給が開始されます。 

支給月 

２月（１０～１月分） 

６月（ ２～５月分） 

１０月（ ６～９月分） 

児童育成手当の障害手当 

 一定の障がいを有する２０歳未満の児童を養育する保護者に支給されま

す。 

児童１人につき月額１５,５００円の手当で、ひとり親家庭の場合は  

１３,５００円の手当と合わせて受けられます。 

 所得の制限を超えたとき、または児童が児童福祉施設等の施設に入所し

ているときは、支給の対象となりません。 

 この他にも、障がい者に対する手当等の制度があります。 

詳しくは 

障がい福祉課福祉係 

（ ０４２－７２４－２１４８） 

にお問い合わせください。 
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児童手当 

 

■ 子ども総務課手当・医療費助成係   ０４２－７２４－２１３９ 

 

中学校修了まで（１５歳に達する日以後の最初の３月３１日まで）にあ

る児童（施設入所等児童を除く）を養育する保護者が受けられる手当です。 

ひとり親家庭等の場合は、児童扶養手当、児童育成手当と合わせて受け

られます。 

手当月額（児童１人あたり）   

３歳未満          １５,０００円 

３歳～小学生（第１・２子） １０,０００円 

３歳～小学生（第３子以降） １５,０００円 

中学生           １０,０００円 

※ 保護者の所得が所得制限限度額超過の場合、児童の年齢にかかわら

ず、一律５,０００円となります。 

２０２２年６月からは、保護者の所得が所得制限限度額以上所得上

限限度額未満の場合、支給額は一律 5,000 円となり、所得上限限

度額を超える場合、支給はされません。 

（制度変更の詳細は内閣府ホームページをご覧ください） 

※ 第何子かについては、保護者が養育する、１８歳に達する日以後の

最初の３月３１日までの間にある児童（施設入所等児童を除く）の

中で数えます。 

申請方法 

必要書類を添えて、郵送か子ども総務課、各市民センターの窓口で申請

してください。必要書類についてはまちだ子育てサイトをご覧いただくか、

お問い合わせください。 

 

支給月 認定になった場合、申請の翌月分から支給対象となります 

２月（１０～１月分）、６月（２～５月分）、１０月（６～９月分） 
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就学援助費 

 

■ 町田市教育委員会 学務課   ０４２－７２４－２１７６ 

 

小・中学校でかかる費用の一部について援助が受けられる制度です。 

対  象 

小・中学校に在籍する児童・生徒の保護者の方で、下記のいずれかに該

当する方 

１. 生活保護を受けている方 

２. 世帯全員の所得合計が限度額以内の方 

支給の制限 

所得限度額については、家族の年齢等により金額が異なります。正確な

金額は申請後の審査によって決定いたしますので、援助をご希望される方

はご申請ください。 

援助が受けられる内容 

学用品通学用品費、校外活動費、修学旅行費、給食費、入学準備金等 

申請方法 

学校（町田市立小・中学校に在籍の場合のみ）または学務課に必要書類

を添えて申請してください。 

町田市にお住まいで、町田市立以外の公立の小・中学校や私立の小・中

学校などに在籍する児童・生徒の保護者の方は、学務課に必要書類を添え

て申請してください。 

必要書類などは学務課にお問い合わせいただくか、まちだ子育てサイト

をご覧ください。 
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学費等の支援制度 

 

お子さまの就学のためにお金が必要なときは、母子・父子福祉資金から

生活福祉資金まで(Ｐ１６ ～ Ｐ２１)の貸付制度のほか、次のような制度

があります。 

 

① 受験生チャレンジ支援貸付事業 

■ 町田市社会福祉協議会  ０４２－７２２－４８９８（代） 

原町田４－９－８ 町田市民フォーラム４階

対  象 

一定の所得に満たない等の要件を満たした世帯（生活保護受給世帯を除

く）の中学３年生と高校３年生等を対象に、学習塾の費用と受験費用につ

いて、無利子で貸し付けを行う事業です。（高校や大学に入学した場合等、

返済が免除になる場合があります。） 

 新規のご相談の際は、６月以降にお問い合わせください。 

 

② ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格支援事業 

■ 子ども家庭支援センター ☏０４２－７２４－４４１９ 

児童扶養手当受給中のひとり親家庭の親または２０歳未満のお子さんが、

適職に就くために高等学校卒業程度認定試験合格のための講座を受講する

場合、費用の一部を支給します。 

 

★以下の制度は在学する学校または入学する学校へお問い合わせください。 

 

③ 東京都育英資金《貸付制度》 

■ 公益財団法人 東京都私学財団  

  http://www.shigaku-tokyo.or.jp/ 

 

対  象 

保護者とともに都内にお住まいで高校・専修学校（高等課程）へ進学を

http://www.shigaku-tokyo.or.jp/
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希望する方、または高等学校、高等専門学校、専修学校（高等課程・専門

課程）に在学する方のうち、資金を必要とする方 

 

④ 第一種奨学金《貸付で無利息》・第二種奨学金《貸付で有利息》 

■ 独立行政法人 日本学生支援機構 http://www.jasso.go.jp/ 

対  象 

大学院・大学・短大・高等専門学校・専修学校（専門課程）等へ進学を

希望する方または在学生で資金を必要とする方 

 

⑤ 私立高等学校等入学支度金《貸付で無利息》 

■ 公益財団法人 東京都私学財団   

http://www.shigaku-tokyo.or.jp/ 

対  象 

都内にお住まいで入学支度金貸付制度のある都内の私立の高校・高等専

門学校・専修学校（高等課程）等へ進学する生徒の保護者で、入学納付金

のため資金を必要とする方 

 

⑥ 私立高等学校等授業料軽減助成金 

■ 公益財団法人 東京都私学財団   

http://www.shigaku-tokyo.or.jp/ 

対  象 

生徒とともに都内にお住まいで私立の高校・高等専門学校・専修学校（高

等課程）等に通学する生徒の保護者 

 

⑦ 高等学校等就学支援金・奨学給付金制度（国の制度） 

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/mushouka/ 

対  象 

年収目安９１０万円未満の世帯で、国公私立問わず高校等の授業料の支

援を必要とする方 

 

http://www.jasso.go.jp/
http://www.shigaku-tokyo.or.jp/
http://www.shigaku-tokyo.or.jp/
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/mushouka/
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母子・父子福祉資金 

 

■ 子ども家庭支援センター   ０４２－７２４－４４１９ 

 

ひとり親家庭の方が経済的に自立して安定した生活を送るために必要と

する資金をお貸ししています。 

対  象 

都内に６ヶ月以上お住まいのひとり親家庭の母又は父等で、２０歳未満

のお子さん等を扶養している方。 

連帯保証人 

独立して生計を営んでいる方で、この資金について他に保証をしていな

い方が１人必要です。 

借り入れの相談 

子ども家庭支援センターまでご相談ください。 

審  査 

貸付にあたっては審査を行います。審査によってはお貸しできない場合

があります。 

償還方法 

償還期限内に、月賦・半年賦・年賦のいずれかで償還していただきます。

指定日に償還されなかったときは、違約金が徴収されます。 

貸付の種類 

次のページをご覧ください。 
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東京都母子・父子及び女性福祉資金貸付金一覧 

貸付金の種類 内  容 限度額 償還期間 利子 

事業開始資金 事業を始めるのに必要な設備費、什器、機械等の購入資金 ３０３万円 ７年以内 無利子※１ 

事業継続資金 現在営んでいる事業を継続するために必要な商品、材料等を購入する資金 １５２万円 ７年以内 無利子※１ 

技能習得資金 
事業を開始または就職するために必要な知識技能を習得するために必要な資

金 

習得期間中（５年以内） 月額６８,０００

円 
２０年以内 無利子※１ 

修業資金※２ 児童が事業を開始または就職に必要な技能を習得するために必要な資金 
習得期間中（５年以内） 月額６８,０００

円 
２０年以内 無利子※１ 

就職支度資金 就職するために直接必要な被服、履き物等の購入資金 １００,０００円 ６年以内 無利子※４ 

医療介護資金 医療または介護を受けるために必要な資金 
医療３４０,０００円 

介護５００,０００円 
５年以内 無利子※１ 

生活資金 

①技能習得期間中または医療もしくは介護を受けている期間中の生活を維持するため 

②※２ 母子家庭または父子家庭等になって７年未満の方で、生活の安定を図

るため 

③失業している期間中（ただし離職した日から１年以内）の生活を維持するため 

月額１０５,０００円 

①技能習得期間中は月額１４１,０００円 
５年～２０年以内 無利子※１ 

住宅資金 
自己所有の住宅の建設、購入および現に居住する住宅の増改築・補修または

保全に必要な資金 

１５０万円 

特例（災害等）の場合２００万円 

６年以内 

特例は７年以内 
無利子※１ 

転宅資金 転宅に必要な敷金等にあてるための資金 ２６０,０００円 ３年以内 無利子※１ 

結婚資金 児童の婚姻に必要な資金 ３００,０００円 ５年以内 無利子※１ 

修学資金※３ 
児童が高校、短大、大学、大学院、高専または専修学校に修学するために必要

な資金 

学校・学年別 

月額２７,０００円～１８３,０００円 

２０年以内 

専修学校の一般

課程は５年以内 

無利子※１ 

就学支度資金※３ 
児童が小・中学校、高校、短大、大学、大学院、高専または専修学校の入学に

要する資金 

学校別 

６４,３００円～５９０,０００円 

２０年以内 

専修学校の一般

課程は５年以内 

無利子※１ 

※１保証人をたてていただき、無利子での貸付となります。 

※２上表の「貸付金の種類」のうち、修業資金と生活資金の内容②については、女性福祉資金から除きます。 

※３学校教育法に規定する高等学校及び大学等に限ります。 

※４母・父分は※１と同じ扱い、児童分は無利子となります。 

1
7
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１８ 

 

女性福祉資金 
■ 子ども家庭支援センター  ０４２－７２４－４４１９ 

 

女性が経済的に自立して安定した生活を送るために必要とする資金をお

貸ししています。 

対  象 

配偶者がいない、都内に６ヶ月以上お住まいの女性で、 

１. 親・子・兄弟姉妹などを扶養している方（所得制限なし） 

２. 親・子・兄弟姉妹などを扶養していない方は、年間所得が２，０３

６，０００円以下で、次のいずれかに該当する方 

（ア）かつて母子家庭の母として２０歳未満の子を扶養したこと 

のある方 

（イ）婚姻歴のある４０歳以上の方 

保 証 人 

原則、独立して生計を営んでいる方で、この資金について他に保証をし

ていない方が１人必要です。 

借り入れの相談 

子ども家庭支援センターまでご相談ください。 

審  査 

貸付にあたっては審査を行います。審査によってはお貸しできない場合

があります。 

償還方法 

償還期限内に、月賦・半年賦・年賦のいずれかで償還していただきます。

指定日に償還されなかったときは、違約金が徴収されます。 
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貸付の種類  １７ページをご覧ください。 

生活福祉資金 
■ 町田市社会福祉協議会   ０４２－７２２－４８９８（代） 

原町田４－９－８ 町田市民フォーラム４階 

 

世帯の生活の安定と経済的自立を図ることを目的に、その資金の貸し付

けと必要な相談支援を行う社会福祉制度です。実施主体は東京都社会福祉

協議会です。 

対  象 

市内に居住している、下記のいずれかの世帯 

①世帯収入が収入基準※を超えない世帯          ※毎年改定 

②身体障がい者、知的障がい者、精神障がい者の方が属する世帯 

③日常生活上で介護を要する高齢者の方が属する世帯 

緊急小口資金の場合は所得の少ない世帯のみ。 

母子・父子福祉資金、女性福祉資金、東京都育英資金、日本学生支援機

構（第一種奨学金）の貸付制度が利用可能な場合は、本貸付制度より優

先して利用していただきます。 

 

貸付の種類 

・福祉資金 福祉費（出産・葬祭費用、住宅転居費用、療養費用など） 

・教育支援資金（進学や修学に必要な費用） 

・緊急小口資金 

貸付上限額、返済（償還）期間など、詳しくは社会福祉協議会にお問い合

わせください。原則として、未払い・未契約のものが貸し付けの対象です。 

 

連帯保証人 

・福祉資金福祉費 原則必要 
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２０ 

 

・教育支援資金  原則不要 

・緊急小口資金  不要 

 

借り入れの相談 

社会福祉協議会へ電話にてご予約の上、ご相談ください。なお、貸し付

けには一定の要件と審査があります。審査によってはお貸しできない場合

があります。 

 

返済（償還）方法 

返済（償還）期限内に月賦で行っていただきます。 

連帯保証人を立てた場合や教育支援資金、緊急小口資金は無利子、連帯

保証人が立てられない場合は年利１.５％（措置期間中は無利子）です。 

返済（償還）期限内に完済しない場合は、残元金に対して年利３％が発

生します。 

 

総合支援資金 

 

■ 町田市社会福祉協議会   ０４２－７２２－４８９８（代） 

  原町田４－９－８ 町田市民フォーラム４階 

 

離職等により日常生活全般に困難を抱えた世帯の生活の立て直しのため

に継続的な相談支援と生活費及び一時的な資金の貸し付けを行う制度です。

実施主体は東京都社会福祉協議会です。 

貸し付けに際し、原則として、生活援護課生活・就労相談窓口（Ｐ３４）

による支援もともに受けることが要件になります。 

対  象 

貸し付けを行うことにより自立の見込まれる世帯で、次の１．から５．の

いずれにも該当する世帯。 
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1. 低所得世帯であって収入の減少や失業等により生活に困窮し、日常

生活の維持が困難になっていること 

2. 借入申込者の本人確認が可能であること 

3. 現に住居を有していること、又は住居確保給付金の申請を行い、住

居の確保が確実に見込まれること 

4. 実施主体が貸付及び関係機関とともに支援を行うことにより、自立

した生活を営めることが見込まれ、返済（償還）を見込めること 

5. 失業等給付、職業訓練受講給付金、生活保護、年金等の他の公的給

付または公的な貸付を受けることができず、生活費を賄うことがで

きないこと 

連帯保証人 

原則必要。立てられない場合は有利子で貸付可。 

借り入れの相談 

社会福祉協議会へお電話にてご予約の上、ご相談ください。貸付には一

定の要件と審査があります。審査によってはお貸しできない場合がありま

す。 

 

返済（償還）方法 

返済（償還）期限内に月賦で行っていただきます。貸し付け終了の翌月

から６ヶ月の据置期間を経て１０年以内で返済（償還）となります。 

連帯保証人を立てた場合は無利子、連帯保証人が立てられない場合は年

利１.５％（措置期間中は無利子）です。 

 返済（償還）期限内に完済しない場合は、残元金に対して年利３％が発

生します。 
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ひとり親家庭等医療費助成制度 

 

■ 子ども総務課手当・医療費助成係   ０４２－７２４－２１４３ 

 

１８歳に達する日以後の最初の３月３１日（児童に一定の障がいがある

場合は２０歳未満）までの児童のいるひとり親家庭およびひとり親家庭に

準ずる家庭に対して、保険診療の自己負担分の全部または一部を助成する

制度です。町田市外の保険診療についても助成の対象となります。 

対  象 

次のいずれかの状態にある児童を監護（養育）している母、父または父

母以外で児童を養育する方とその児童（以下、受給資格者という）に助成

されます。 

１. 父母が婚姻を解消した児童 

２. 父または母が死亡または生死が明らかでない児童 

３. 父または母が重度の障がいを有する児童 

４. 父または母に１年以上遺棄されている児童 

５. 父又は母が裁判所からDV保護命令を受けた児童 

６. 父または母が１年以上拘禁されている児童 

７. 婚姻によらないで生まれた児童 

支給の対象外 

次のいずれかに該当するときは助成の対象となりません。 

１. 受給資格者の前々年の所得が限度額を超えているとき 

２. 民法８７７条第１項の扶養義務者（直系血族または兄弟姉妹）と同

居している場合は、扶養義務者の前々年の所得が限度額を超えてい

るとき 

３. 児童が児童福祉施設等の施設に入所しているとき 

４. 児童が父母と生計を同じくしているとき 

５. 児童が里親に委託されているとき 
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６. 児童が父および父の配偶者または母および母の配偶者（事実上の配

偶者を含む）に養育されているとき 

７. 国民健康保険・社会保険等に加入していないとき 

８. 生活保護を受けているとき 

９. 他の医療助成を受けているとき 

助成内容 

保険診療の自己負担分を助成します。 

住民税が課税されている世帯の方は、一部負担があります。 

申請方法 

必要書類を添えて、子ども総務課に申請してください。 

必要書類についてはお問い合わせください。 

 

乳幼児医療費助成制度 

  

■ 子ども総務課手当・医療費助成係   ０４２－７２４－２１３９ 

 

０歳から小学校就学前までの乳幼児が、病院等で診療を受けた医療費を

助成する制度です。 

保護者の所得制限はありません。 

助成内容 

保険診療による医療費の自己負担分を助成します。 

保険診療以外の医療費や入院時の食事療養費は助成の対象となりません。 

申請方法 

必要書類を添えて、郵送か子ども総務課、各市民センターの窓口で申請

してください。必要書類についてはまちだ子育てサイトをご覧いただくか、

お問い合わせください。 
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義務教育就学児医療費助成制度 

 

■ 子ども総務課手当・医療費助成係   ０４２－７２４－２１３９ 

 

義務教育就学児（小・中学生）が病院等で診療を受けた医療費のうち、

保険診療による自己負担分の一部を助成する制度です。 

保護者の所得制限はありません。 

「ひとり親家庭等医療費助成制度」等、助成割合が有利な他制度に該当

する場合は、そちらが優先されます。 

助成内容 

【入院・調剤】 

保険診療の自己負担額を全額助成します。 

 

【通院】 

保険診療の自己負担額の２００円を超える部分を助成します。１回に

つき２００円をお支払いください。２００円未満の場合は実額をお支払

いください。 

※保険診療以外の医療費や入院時の食事療養費は、助成の対象となり

ません。 

申請方法 

必要書類を添えて、子ども総務課、各市民センターの窓口または郵送で

申請してください。必要書類についてはまちだ子育てサイトをご覧いただ

くか、お問い合わせください。 
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その他の医療費助成制度
 

■ 保健予防課保健予防係   ０４２－７２５－５４２２ 

 

【①養育医療】 

未熟児（体重２,０００グラム以下または特定の症状がある１歳未満）で

医師が入院養育が必要と認めた場合、指定医療機関での入院治療のための

医療費を助成する制度です。 

【②育成医療】 

内臓疾患や肢体不自由などの障がいがあり、手術などによって将来治癒

が期待される児童に対して、その治療のための医療費を助成する制度です。 

 

 

■ 保健予防課保健予防係   ０４２－７２５－５４２２ 

 

【大気汚染医療費助成】 

大気汚染の影響と思われるぜん息性気管支炎、気管支ぜん息、慢性気管

支炎などの疾病にかかっている、１年以上（３歳未満は６か月以上）都内

に在住している１８歳未満の児童に対して、その治療のための医療費を助

成する制度です。 

 

 

■ 子ども総務課手当・医療費助成係   ０４２－７２４－２１３９ 

 

【小児慢性特定疾病医療費助成】 

腎疾患、心疾患、先天性代謝異常等の特定の慢性疾患にかかっている児

童（２０歳までの延長あり）に対して、その治療のための医療費を助成す

る制度です。 

※具体的な病名等についてはお問い合わせください。 
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ひとり親家庭ホームヘルプサービス

 

■ 子ども家庭支援センター   ０４２－７２４－４４１９ 

ひとり親家庭で、日常生活に著しく支障を来している場合、ホームヘル

パーを一定期間派遣します。 

※「日常生活に著しく支障がある」とは、保育園・学童保育クラブなど

他の制度を利用してもなお保育にかける状況が生じてしまうことをいいま

す。 

対  象次のいずれかに該当する方 

１．ひとり親家庭となってから２年以内で、生活環境が激変して日常生

活を営むのに支障が生じているため、支援を必要とする家庭 

２．技能習得のため、職業能力開発センター等に通学している場合 

３．就職活動及び自立支援プログラムに基づいた活動を行う場合等、自

立促進に必要と認められる場合 

４．疾病（ごく短期間のもの）・事故・災害など社会通念上必要と認めら

れる事由により、一時的に生活支援や子育て支援が必要な場合 

５．小学生以下の児童がいるひとり親家庭で、保護者の就業の事情によ

り、生活援助や子育て支援を必要とする場合 

サービス内容次のうち、必要と認めたもの 

１. 育児 

２. 育児に伴う食事の世話・掃除・洗濯など軽易な家事 

費  用 

世帯の所得に応じて、費用の負担があります。 

申請方法 

子ども家庭支援センターまでお問い合わせください。 
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ショートステイ 

■ 子ども家庭支援センター   ０４２－７２４－４４１９ 

 

保護者の方が、病気・冠婚葬祭・育児疲れ・出産などで一時的にお子さ

んを養育できないときにお預かりします。詳しくはお問い合わせください。 

対象年齢：０歳（生後３ヶ月）～１２歳（小学６年生） 

※事前登録で利用可能。受け入れ人数には限りがあります。 

 

トワイライトステイ 

■ 子ども家庭支援センター   ０４２－７２４－４４１９ 

 

保護者の方が、仕事や家族の介護等で帰宅が夜間に及ぶときや休日に、

２２時までお預かりします。詳しくはお問い合わせください。 

対象年齢：２歳～１２歳（小学６年生） 

※事前登録で利用可能。受け入れ人数には限りがあります。 

 

産後の育児支援ヘルパー派遣 

■ 子ども家庭支援センター   ０４２－７２４－４４１９ 

 

「日中家に誰もいなくて不安」、「子どもに手がかかるので家事ができな

い」、「双子なので大変」などの場合に、ご自宅にヘルパーが伺ってお手伝

いします。詳しくはお問合せください。 

対象年齢：０歳（双子は３歳未満） 
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保育所 
■ 保育・幼稚園課支援係   ０４２－７２４－２１３７ 

 

児童の保護者が就労や疾病などにより、日中家庭で保育することができ

ない場合、その児童を保護者に代わって保育する施設です。 

入所要件、申し込み方法など、詳しくはお問い合わせください。 

 

学童ͪ クラブ 

 

■ 児童青少年課   ０４２－７２４－２１８２ 

 

 保護者が仕事をしているなどの理由で、日中不在になるご家庭の児童を

お預かりし、遊びと生活の場を提供する施設です。対象は、小学１～６年

生です。 

詳しくはお問い合わせください。 

 

  

 

■ 町田ファミリー･サポート･センター事務局 

 原町田４－２４－６ せりがや会館 １階  

  ０４２－７０３－３９９０ 

 

育児の手助けをしたい方（援助会員）と手助けを受けたい方（依頼会員）

からなる会員組織で、育児の相互援助活動を行います。援助会員は空いて

いる時間で手助けする会員です。 

センターでは調整役のアドバイザーが会員の依頼を受け、手助けをして

いただける援助会員を紹介します。 

詳しくはお問い合わせください。 
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活動内容 

１. 保育園・幼稚園・学童保育クラブ等の開始前または終了後に   

子どもを預かること 

２. 保育園・幼稚園・学童保育クラブ等への子どもの送迎 

３. その他子育てのための必要な援助 

 

費  用 

依頼会員は有償ボランティアである援助会員に、１時間７００円～９００円

の利用料金を支払います。 
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ἧ ἶ  

 

まこちゃん教室（子どもの生活・学習支援） 

 
■ 子ども家庭支援センター   ０４２－７２４－４４１９ 

 
大学生との少人数学習により、学力の定着・向上を目指します。また、

特別授業を通して、大学や高校などへの進学や将来の夢を考えるきかっけ

を提供します。 

 

支援内容・対象 

以下の内容は２０２２年度実施予定の内容です。 

（毎年４月頃に受講者を募集します。） 

 
コース名 対象 場所 定員 

（選考） 

【集合型】 

火曜日コース 

児童扶養手当受給世帯＝小学４年生～中

学３年生 

生活保護受給世帯＝小学４年生～中学３

年生 

養育家庭＝養育家庭に委託された小学４

年生～小学６年生 

町田駅周辺の会

場 

４０人 

【集合型】 

木曜日コース 

町田駅周辺の会

場 

４０人 

【リモート型】 

リモート学習コース 

受講者の自宅 

（保護者の在宅

時に限る） 

２０人 
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生活保護 

 

■ 生活援護課相談係   ０４２－７２４－２１３４ 

 

病気や障がいその他の事情により収入が途絶えたり、また収入が少なく

資産や能力等あらゆるものを活用してもなお生活に困窮する方は生活保護

相談をご利用ください。 

 生活保護の制度は、国が生活に困窮するすべての国民に最低限度の生活

を保障し、あわせてその自立を助長することを目的としています。 

 具体的には、世帯ごとに厚生労働大臣が定めた基準で最低生活費を算定

し、世帯の収入がその最低生活費を下回ると判断される場合に、その状況

下にある期間の不足分を扶助するものです。 

 また、生活保護の対象となる方で、住居がない場合には宿泊所等をご案

内することもできます。 

 まずはお問い合わせください。 

 

生活・就労相談窓口

 

■ 生活援護課生活・就労相談担当   ０４２－７２４－４０１３ 

 

 経済的に困っている方に対する相談窓口です。専門の相談員が親切、て

いねいに相談者に寄り添いながら他の専門機関と連携し、解決に向けた支

援を行います。 

 

１．自立相談支援（基礎的支援） 

 生活と就労に関する相談を通して相談者の抱える課題を全体的にとらえ、

一人ひとりの状況に応じて支援計画をつくります。相談者と面談を重ね、

情報を提供し、関係機関と連携して課題の解決を図ります。 

 また、課題に応じて次ページのような支援を行っています。 
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２．家計相談支援 

 家計管理が苦手な方を対象に、相談員が一緒に家計を把握し、課題を見

つけ、家計の改善に結びつける支援を行います。相談の方法は、家計の収

入、支出に関する資料（給与明細、買い物レシート、医療費の領収書など）

をお持ちになって、直接窓口にお越しください。 

３．住居確保給付金 

 離職等により、住居を失ったまたは失うおそれのある方に対して、就職

に向けた活動をすることなどを条件に一定の期間、賃貸住宅の家賃額を支

給しています。くわしくは、窓口にてご相談ください。 

 

水道料金・下水道料金の減免 
お問い合わせ先 

■ 東京都水道局多摩お客さまセンター  

 ナビダイヤル   ０５７０－０９１－１００ 

 ナビダイヤルを利用できない場合  ０４２-５４８-５１００ 

 

書類の送付先 

■ 東京都水道局町田サービスステーション 

木曽東１－４－１

 

児童扶養手当を受給すると、水道料金の基本料金と１ヶ月あたり１０

までの従量料金及び下水道料金の１ヶ月８ までの使用料の免除が受けら

れます。 

（※都議会の決議に基づき、２０２６年３月３１日まで水道料金の

減免措置を実施するものです。） 

対  象 

児童扶養手当または特別児童扶養手当を受給している方（受給者または

扶養義務者の所得により全部支給停止の方は対象になりません） 
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申請方法 

児童扶養手当または特別児童扶養手当が認定になった時（または支給停

止解除になった時）に、町田市の担当部署が証書と一緒に水道料金・下水

道料金免除申請書をお送りしますので、申請書を東京都水道局町田サービ

スステーションに提出してください。 

 

＜減免適用開始月＞ 

 申請を受けた日（郵送の場合は申請書が東京都水道局町田サービスステ

ーションに届いた日）の属する月分から適用となります。 

 免除制度の注意点については申請書に記載してありますので、申請時に

ご確認ください。
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自立支援プログラム 

 

■ 子ども家庭支援センター   ０４２－７２４－４４１９ 

 

自立支援プログラム策定員が、児童扶養手当受給者等の自立、就労支援

のためのご相談をお受けします。 

 それぞれの方のニーズに応じ、自立目標や支援内容について個別の計画

書を作成し、ハローワークと連携しながら、具体的な就労につなげていく

ものです。 

 

自立支援教育訓練給付金事業

 

■ 子ども家庭支援センター   ０４２－７２４－４４１９ 

 

 ひとり親家庭のお父さん又はお母さんの自立を支援するため、就業を目

的とした教育訓練に関する講座の受講に要する費用の一部を給付金として

補助しています。 

対  象 

１. 町田市内に住所のあるひとり親家庭のお父さん又はお母さんで、  

１８歳以下のお子さんを扶養し、児童扶養手当を受給している方、

あるいはそれと同程度の所得水準の方 

２. 過去にこの給付金を受けていないこと 

支給対象となる講座 

雇用保険制度による厚生労働省の指定教育訓練講座(一般・特定一般・専

門実践)であることが必要です。詳しくは、中央職業能力開発協会ホームペ

ージ内の「厚生労働大臣指定教育訓練講座検索システム」でご確認くださ

い。 



 - 

 

３９ 

 

対象となる費用と支給金額 

受講（訓練）する講座の入学金や授業料（受講に当たって必ずしも必要

とされない補助教材や希望による訓練等に要する費用は除きます。）の合計

の６割相当額です。ただし上限額は２０万円で、１２,０００円以下は支給

されません。 

雇用保険法による教育訓練給付の受給資格がある方は、支給対象額の 

６割から雇用保険法による給付額を除いた額で、双方の支給の合計上限額

が２０万円となります。専門実践の合計上限額は修業年数×２０万円の額

（８０万円上限）となります。 

申請方法 

受講開始前に必ず子ども家庭支援センターに事前相談をし、講座の指定

を受けることが必要です。その後受講（訓練）を開始し、終了後給付金の

支給申請をします。 

 

高等職業訓練促進給付金支給事業
■ 子ども家庭支援センター   ０４２－７２４－４４１９ 

 ひとり親家庭のお父さん又はお母さんの自立を支援するため、就業を目

的として高等職業訓練を受講している場合に、訓練促進給付金と修了支援

給付金を支給しています。 

対  象※すでに何らかの国家資格をお持ちの方は、対象になりません。 

１. 町田市内に住所のあるひとり親家庭のお父さん又はお母さんで、  

１８歳以下のお子さんを扶養し、児童扶養手当を受給している方、あ

るいはそれと同程度の所得水準の方。 

２. １年以上の修業が必要な国家資格取得あるいはその受験資格が得ら

れる養成機関に在籍していること。※時限措置で６ヶ月以上の訓練も

対象。（訓練促進給付金） 

３. ２の養成機関を修了した方。（修了支援給付金） 

※ただし、訓練開始日においても要件がそろっていた方 
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４. 現在、主旨を同じくする他の給付金を受けていないこと。また、過去

に受けたことがない方。 

対象となる講座 

看護師、保育士、介護福祉士、作業療法士、シスコシステムズ認定資格、

LPI認定資格など 

支給金額 

種類 

区分 
訓練促進給付金 修了支援給付金 

住民税の課税世帯 月額  ７０,５００円 ２５,０００円 

住民税の非課税世帯 月額 １００,０００円 ５０,０００円 

 

※民法８７７条第１項に規定する扶養義務者（直系血族あるいは兄弟姉妹）

と同居している場合、課税されている方がいる場合には「課税世帯」の支

給区分になります。 

※訓練促進給付金は、修業期間の最終１２ヶ月間は月額４万円の増額とな

ります。 

※訓練促進給付金の支給期間は４８ヶ月が上限です。 

申請時期 

１. 訓練促進給付金 受講訓練を開始した日以降 

２. 修了支援給付金 受講訓練を終了してから３０日以内 

※受給要件や養成機関、必要書類など、訓練開始前にご相談下さい。 

 

東京都立職業能力開発センター  

 

求職中の方や新たに職業に就こうとしている方などに就職に向けて必要

な知識・技能を学んでいただくための職業訓練を実施しています。 
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４１ 

 

■ 東京都産業労働局雇用就業部能力開発課公共訓練担当 

  ０３－５３２０－４７１６ 

多摩地区では 

１. 多摩職業能力開発センター 

昭島市東町３－６－３３   ０４２－５００－８７００ 

２. 八王子校 

八王子市台町１－１１－１  ０４２－６２２－８２０１ 

３. 府中校 

府中市南町４－３７－２   ０４２－３６７－８２０１ 

があります。 

 

東 京 都 ひと り親 家 庭 支 援 センター 

 

■ 東京都ひとり親家庭支援センター 

  ひとり親家庭の就業に関する相談や職業の紹介等を行っています。来

所による相談は原則予約制です。                                          

http://www.haat.or.jp 

 

はあと飯田橋 

千代田区飯田橋３－１０－３ 東京しごとセンター７階  

 ０３－３２６３－３４５１ 

ご利用時間  月・水・木・土 ９時～１７時３０分 

   火・金  ９時～２０時３０分 

   日・祝  ９時～１７時３０分（電話相談のみ） 

          

はあと多摩 

立川市曙町２－８－３０ 立川わかぐさビル４階  

 ０４２－５０６－１１８２ 

ご利用時間 月・水・木・土・日・祝 ９時～１７時３０分 

          火・金         ９時～１９時３０分 

http://www.haat.or.jp/


 - 

 

４２ 

 

ハローワーク 

 

ハローワーク（公共職業安定所）では、地域の総合的雇用サービス機関

として、仕事をお探しの方に対して、以下のサービスを行っています。 

サービスはすべて無料です。 

１. 窓口での職業相談・職業紹介 

２. 雇用保険の給付 

３. その他のサービス 

 

■ ハローワーク町田   ０４２－７３２－８６０９（代表） 

・職業相談・紹介業務、雇用保険給付業務 

町田市森野１－２３－１９ 小田急町田森野ビル２階 

 

・障がいのある方、外国人、生活保護受給者等支援対象者の職業相談・紹介 

 町田市森野２－２８－１４ 町田合同庁舎１階 

ご利用時間 

平日 ８時３０分～１７時１５分 

土曜日（第１・第３のみ） １０時  ～１７時 

※土曜日はパソコンによる求人情報の提供・職業相談・紹介業務のみ。 

（日曜・祝日はお休みです） 

土曜日の職業紹介サービスについては、当面の間「電話によるサービス」

のみとさせていただいております。新型コロナウイルスの感染拡大状況

を踏まえ、予定が変更となる可能性もありますので、ご利用の際は改め

て最新の情報をご確認くださいますようお願いいたします。 

※「マザーズコーナー」が常設されており、お子様と一緒に職業相談を

受けることも可能（平日のみ） ０４２－６４８－８５６３（直通） 
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４３ 

 

■ ハローワーク八王子   ０４２－６４８－８６０９（代表） 

八王子市子安町１－１３－１ 

ご利用時間 

平日 ８時３０分～１７時１５分 

（土曜、日曜・祝日はお休みです） 

 

■ ハローワークインターネットサービス 

https://www.hellowork.mhlw.go.jp/ 

 

求人情報をはじめとする雇用関係の情報を提供し、求職者が自ら求人情

報を検索することによって、求人・求職の結合を図ること等を主な目的と

しており、全国のハローワークで受理した求人情報のほか、ハローワーク

への求職申し込み、雇用保険手続き等の各種手続き、各種助成金、ハロー

ワークの所在地等についての情報を提供しています。 

 

職業相談・紹介機関 

 

■ マザーズハローワーク東京   ０３－３４０９－８６０９ 

渋谷区渋谷１－１３－７ ヒューリック渋谷ビル３階 

https://jsite.mhlw.go.jp/tokyo-mother/ 

 

仕事と子育ての両立をめざす方等の就職を支援するハローワークとして

業務を運営しています。（「仕事と子育ての両立を希望する方」であれば、

男女問わずご利用いただけます。） 

ご利用時間 

平日 ９時～１７時 

（土曜、日曜、祝日はお休みです） 

 

 

https://www.hellowork.mhlw.go.jp/
https://jsite.mhlw.go.jp/tokyo-mother/
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４４ 

 

■ マザーズハローワーク立川   ０４２－５２９－７４６５ 

立川市曙町２－７－１６ 鈴春ビル５階 

https://jsite.mhlw.go.jp/tokyo-hellowork/kyushokusha/

kyujin_kensaku/mothers_tachikawa.html  

ご利用時間 

平日 ９時～１７時 

（土曜、日曜、祝日はお休みです） 

 

■ 東京しごとセンター   ０３－５２１１－１５７１ 

千代田区飯田橋３－１０－３ 

https://www.tokyoshigoto.jp/ 

 

若年者から高年齢者まですべての年齢層の求職者の方を対象として、ひ

とりひとりの適性や状況を踏まえたきめ細かな就業相談（キャリアカウン

セリング）から、就職活動や就職後に役立つ知識・スキルを習得するため

の各種セミナーや能力開発、求人情報の提供・職業紹介まで、就職に関す

る一貫したサービスをセンター内で提供（ワンストップサービス）し、仕

事を探している方々の雇用・就業をサポートしています。 

また、「東京都ひとり親家庭支援センターはあと飯田橋」（Ｐ４１）も

７階に入居しています。 

 

ご利用時間 

月～金曜日 ９時～２０時 

土曜日   ９時～１７時 

（日曜・祝日・年末年始はお休みです） 

https://jsite.mhlw.go.jp/tokyo-hellowork/kyushokusha/kyujin_kensaku/mothers_tachikawa.html
https://jsite.mhlw.go.jp/tokyo-hellowork/kyushokusha/kyujin_kensaku/mothers_tachikawa.html
https://www.tokyoshigoto.jp/
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４５ 
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４６ 

 

国民年金保険料の免除制度 

 

■ 保険年金課国民年金係   ０４２－７２４－２１２７ 

 

国民年金の第一号被保険者については、収入が少なく保険料が納められ

ない場合などに、保険料が免除されます。この免除には「法定免除」と「申

請免除」があります。 

第一号被保険者 

日本国内に住所のある２０歳以上６０歳未満の人（学生を含む）。 

ただし、厚生年金保険や共済組合に加入している方およびその方に扶養

されている配偶者を除く。 

法定免除 

次のいずれかに該当しているとき、届出をすれば保険料が免除されます。 

１. 障害年金の１級、２級を受けているとき 

２. 生活保護法の生活扶助などを受けているとき 

３. 厚生労働省令で定める施設に入所しているとき 

 

申請免除 

次のいずれかに該当する方で、保険料を納めることが困難な方は、保険

料の免除を申請することができます。この申請が承認された場合には、保

険料の全額又は一部が免除されます。 

１. 所得が一定額以下のとき 

２. 障がい者や寡婦、ひとり親で年間の所得が１３５万円以下のとき 

３. 天災・失業などで保険料を納めることがたいへん困難であると認 

められるとき 
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４７ 

 

税の控除 

 

■ 市民税課   ０４２－７２４－２１１４、２１１５ 

 

母子家庭・父子家庭の方で、一定の要件にあてはまる場合には、申告に

より、所得税・住民税の課税対象となる所得金額から一定額を差し引くこ

とができます。 

ひとり親控除 

「配偶者と離別、死別または配偶者が生死不明の方」または「未婚のひと

り親」で、前年の総所得金額等が４８万円以下の生計を一にする子を有す

る方。 

ただし、本人の合計所得金額が５００万円を超える場合は対象外です。 

詳細についてはお問い合わせください。 

 

寡婦控除 

以下のいずれかに該当する方（「ひとり親控除」に該当する方を除く）。 

１．夫と離別、死別または夫が生死不明で、子以外の扶養親族を有する方 

２．夫と死別または夫が生死不明な方。 

ただし、１,２いずれも本人の合計所得金額が５００万円を超える場合

は対象外です。詳細については、市民税課までお問い合わせください。 

 



 - 

 

４８ 

 

住民税の非課税 

 

■ 市民税課   ０４２－７２４－２１１４、２１１５ 

 

次の１, ２のいずれかに該当する方には住民税（所得割・均等割）は課

税されません。 

ただし、２の方は退職所得につき分離課税される所得割については課税

されます。 

１. 生活保護法の規定による生活扶助を受けている方 

２. ひとり親控除または寡婦控除の要件に該当する方で、前年の合計所

得金額が１３５万円以下の方 

 

小額預金利子所得（ﾏﾙ優）等の非課税 

 

■ 町田税務署   ０４２－７２８－７２１１ 

または各金融機関 

 

金融機関に所定の手続きをすることにより、一定限度額以内の預貯金の

利子等が非課税になります。 

対 象 者 

寡婦年金の受給者、遺族基礎年金を受給する妻等 

種 類 

小額預金・小額公債で、非課税限度額は各元本３５０万円 

申請手続 

印鑑、住民票の写し、年金証書等の対象者であることを証明する確認書

類を添えて、非課税貯蓄申告書(金融機関等にあります)を金融機関等を経

由して税務署長に提出します。確認書類等の詳細につきましては金融機関

にお問い合わせ下さい。 
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５０ 

 

ＪＲ通勤定期券の割引 

 

■ 子ども総務課手当・医療費助成係   ０４２－７２４－２１４３ 

 

児童扶養手当を受給中の方は、普通定期券運賃の３割引で通勤定期券を

購入することができます（全部支給停止の方は対象にはなりません）。 

対  象 

児童扶養手当受給者またはその者と同一の世帯員で、通勤定期乗車券を

必要とするすべての方（全部支給停止の方は受けられません）。 

購入方法 

定期券を購入する前に、子ども総務課で、定期券を購入する際に必要な

書類の発行を受けてください。 

その後、その書類を駅の窓口へ提示して定期券を購入してください。 

必要書類 

定期券の購入には、子ども総務課で発行される「特定者資格証明書」と

「特定者用定期乗車券購入証明書」が必要です。 

子ども総務課に次のものをお持ちのうえ、申請してください。 

１. 児童扶養手当証書 

２. 定期券購入者の写真 

（最近６ヶ月以内のもの、正面上半身縦４㎝×横３㎝） 
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５１ 

 

都バス・都電・都営地下鉄無料乗車券 

 

■ 子ども総務課手当・医療費助成係   ０４２－７２４－２１４３ 

 

児童扶養手当を受給中の方は、都バス、都電、都営地下鉄、日暮里・舎

人ライナーの無料乗車券の交付が受けられます（全部支給停止の方は受け

られません）。 

対  象 

児童扶養手当受給者または生計を同じくする者で、都営交通を利用する

者のうちの１人が受けられます。ただし、全部支給停止の場合は受けられ

ません。生活保護世帯の場合も受けられますが、重複して発行はできませ

ん。 

手 続 き 

児童扶養手当証書をお持ちのうえ、申請してください。
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５３ 

 

市営住宅 

 

■ 東京都住宅供給公社都営住宅募集センター 

 ０４２－７１３－５０９４ 

https://www.to-kousya.or.jp/ 

入居資格（家族向） 

次のすべてにあてはまることが必要です。 

１. 引き続き６ヶ月以上町田市内に居住していること 

２. 申込者本人が成年者（２０歳未満の既婚者を含む）で、同居親族が

いること 

３. 世帯の所得が所得基準内であること 

※所得基準の範囲については、お問い合わせください。 

４. 入居する方が暴力団員でないこと 

５. 住宅に困っていること 

※住宅または土地の所有者は原則として申し込めません。 

募集時期 

３月、６月、９月、１２月（いずれも上旬） 

※空き家の発生状況により行いますので、東京都住宅供給公社都営住宅

募集センターへお問い合わせください。 

募集方法 

募集案内付属の申込書にて郵送受付（〆切は募集案内参照） 

募集案内配布場所 

募集案内は、募集時期のみ配布します。また、上記のホームペ

ージにて募集案内配布期間中のみダウンロード可能です。 

町田市役所市庁舎（１階総合案内・８階住宅課）、南・なるせ駅前・鶴川・

忠生・小山・堺の各市民センター、町田・南町田・鶴川・玉川学園の各駅

https://www.to-kousya.or.jp/
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５４ 

 

前連絡所、木曽山崎連絡所、※東京都住宅供給公社町田窓口センター 

※東京都住宅供給公社町田窓口センター 

 町田市原町田５－８－１８ きめたハウジング第２１ビル３階 

 ＜営業時間＞平日９時～１８時

○市営住宅の入居・管理事務は、東京都住宅供給公社が代行しています。 

 

都営住宅 

 

■ 東京都住宅供給公社都営住宅募集センター  

（都公募）０３－３４９８－８８９４ 

（地元公募）０４２－７１３－５０９４

http://www.to-kousya.or.jp/ 

入居資格（家族向） 

次のすべてにあてはまることが必要です。 

１. 東京都内に居住していること 

※地元公募は、町田市内に居住していること 

※ポイント方式は、３年以上東京都内に居住していること 

２. 申込者本人が成年者（２０歳未満の既婚者を含む）で、同居親族が

いること 

３. 世帯の所得が所得基準内であること 

※所得基準の範囲については、お問い合わせください。 

４. 入居する方が暴力団員でないこと 

５. 住宅に困っていること 

※住宅または土地の所有者は、原則として申し込めません。 

☆地元公募とは、入居資格を町田市民に限定した、町田市内の都営住宅

の募集です。 

☆ポイント方式とは、抽選ではなく住宅困窮度の高い方から順にあっせ

んする方式です。応募の世帯要件のひとつにひとり親世帯が含まれて

います。 

 

http://www.to-kousya.or.jp/
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５５ 

 

募集時期 

家族向け ＜東京都全域＞ ５月、１１月（いずれも上旬） 
＜地元公募＞ ６月、１２月（いずれも上旬） 

ポイント方式       ２月、 ８月（いずれも上旬） 

募集方法 

募集案内付属の申込書にて郵送受付（〆切は募集案内参照） 

募集案内配布場所 

募集案内は、募集時期のみ配布します。また、上記のホームページ
にて募集案内配布期間中のみダウンロード可能です。 
町田市役所市庁舎（１階総合案内・８階住宅課）、南・なるせ駅前・鶴川・

忠生・小山・堺の各市民センター、町田・南町田・鶴川・玉川学園の各駅
前連絡所、木曽山崎連絡所、※東京都住宅供給公社町田窓口センター 
 
※東京都住宅供給公社町田窓口センター 
 町田市原町田５－８－１８ きめたハウジング第２１ビル３階 
  ＜営業時間＞平日９時～１８時
☆都営住宅の一部については、随時募集を行っています。 
・いつでも申込みができる募集です。 

※午前９時～１２時／午後１時～６時まで（土日祝日・年末年始を除く） 

・入居資格審査が順調に進んだ場合、最短で申し込みから 
３か月程度で入居できます。 

・抽選は行いません。 
詳しくは、上記配布場所にて募集案内をお受け取りください。 

 

公営住宅以外の公的な住宅

 

■ ＵＲ賃貸住宅  

 ０３－３３４７－４３７５

■ 公社住宅  

 ０３－３４０９－２２４４

※詳細につきましては、各連絡先にご連絡ください。 



 - 

 

５６ 

 

住まいの電話相談窓口
 

■町田市居住支援協議会 

☏０５０－５５２６－１６８１ 

＜受付時間＞平日 午前８時半～午後５時（祝日、年末年始を除く） 



 - 

 

５７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 



 - 

 

５８ 

 

 

母子寡婦福祉会 

 

■ 町田市母子福祉会（やくし会）０４２－７２３－０８４８ 

町田市森野３－５－１０ （会長 成竹 友子） 

 

母子寡婦福祉会は、母子・寡婦家庭など、同じ境遇の皆さんが集まって、

語り合い、励まし合って、親睦と生活の向上を図るための自主的な団体で

す。母子家庭に関する情報交換や相互扶助のほか、各地区の実状に応じた

日帰りレクリエーション事業、懇親会を行うなど、活発に活動しています。 

 

 



 - 

 

５９ 
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６０ 

 

市の業務等の問い合わせ先 

 

■ 町田市代表電話  

代表 ０４２－７２２－３１１１ Fax ０４２－７２４－５６００ 

 お問合せフォーム 下記二次元バーコード参照 

 

市の業務や手続き、公共施設案内、市が主催または関係するイベント情

報などを、オペレーターがお答えします。 

 また、問い合わせの多い項目については、「よくある質問」としてホーム

ページで公開していますので、ご利用ください。 

※個人情報を含むものや専門的なお問い合わせは担当課におつなぎします。 

受付時間 

７時～１９時（年中無休）  

 

 

■ 町田市イベントダイヤル・イベント申込システム（通称イベシス） 

☏ ０４２－７２４－５６５６（町田市イベントダイヤル） 

 市主催または関係するイベントへの参加申込ができます。イベント申込

システムをご利用の場合、スマートフォンやパソコンから申込が２４時間

できます。 

※一部イベントには対応していません。 

※利用に関わる通信費等は利用者負担です。 

※申込初日の受付はイベントダイヤル・イベシスともに正午からです。 

受付時間 

 町田市イベントダイヤル ７時～１９時（年中無休） 

 町田市イベント申込システム（通称イベシス）２４時間（年中無休） 

 

 

 

よくある質問と回答（FAQ） 

町田市イベント申込システム 

お問合せフォーム 

 



 - 

 

６１ 

 

 

■ ＡＩチャットボット（人工知能）による問い合わせ自動応答サービス 

 

 住民票や戸籍、子育て、ごみの出し方などの手続きや制度に関

するお問い合わせに対して、AI（人工知能）が対話形式で回答し、

詳細については質問に該当する町田市ホームページやまちだ子

育てサイト等をご確認いただくよう案内します。お気軽にご利用

ください。 

※ご質問内容によっては AI が回答できない場合があります。 

※AI が質問に回答できない場合は、町田市ホームページにある

「よくある質問と回答（FAQ）」ページをご案内します。 

※利用に関わる通信費等は利用者負担です。 

 

利用方法 

 パソコンやタブレット、スマートフォンから２４時間３６５日

利用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＩチャットボット（自動会話プログラム） 
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６２ 

 

子 ど も ・ 子 育 て情 報 

 

 

■ 町田市メール配信サービス（子ども・子育て情報） 

https://kosodate-machida.tokyo.jp/soshiki/4/1/491.html 

 

町田市から、LINE やメールで子育て情報を定期的にお届けす

るサービスです。 ※通信料がかかることがあります。 

    

・子どもの遊べる身近な保育園等の「子育てひろば」情報 

・子どもセンター、子どもクラブ、大地沢青少年センター、 

町田市子ども創造キャンパスひなた村のイベント情報 

・市立保育園の献立（給食）情報  など 

 

 ※子育てひろばとは、保育園等で行っている就学前の 

子どもとその保護者を対象とした遊び場です。 

 ※子どもセンター・子どもクラブとは、 

０歳から１８歳までの子どもを対象と 

した児童館です。 

 

 

■ Ｔｗｉｔｔｅｒ 子ども・子育て情報（町田市公式） 

 （ ＠machida_kodomo ） 

 

町田市から、Twitter で子育て世帯 

向けの情報を発信しています。 

 

・子どもや保護者向けのイベント情報 

・子どもセンター等の臨時休館、入館制限の情報 

・広報まちだに掲載している子どもに関する手続きの情報など 

 

 

町田市メール配信サービス 

（子ども・子育て情報） 

Twitter 

子ども・子育て情報（町田市公式） 
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６３ 

 

 

 

インターネットで情報収集 

 

■ まちだ子育てサイト 

 https://kosodate-machida.tokyo.jp/ 

 

妊婦から１８歳未満のお子さまがいる子育て世帯 

向けの情報を掲載したウェブサイトです。数多く存 

在する子育て情報の中から、保護者のニーズに合っ 

た情報を素早く把握できます。 

 

      

 ■ シングルママ・シングルパパ くらし応援ナビTokyo 

    https://www.single-ouen-navi.metro.tokyo.lg.jp 



  都民の皆様のうち、シングルママ・シングルパパ（あわせて「ひとり親」

とよびます）やこれからひとり親になる、なるかもしれない方に向けた情

報サイトです。 

各区市町村や支援機関が実施している支援施策の情報を横断的に検索でき

るポータルサイトとなっており、一人ひとりの状況に合った情報を見つけ

ることが出来ます。 

 

■ とうきょう福祉ナビゲーション 

  https://www.fukunavi.or.jp/fukunavi/ 

 

都民の皆様が、福祉サービスを利用する際に必要とされる様々な情報を

提供しています。福祉サービスを選ぶときにご利用ください。 

「子ども」「障がい者」「ひとり親家庭・女性」など、そのニーズから必

要とするサービスを簡単に見つけることができます。 

１. 福祉サービスを提供している３万件以上の福祉施設や事業所を紹

介しています。 

まちだ子育てサイト 

https://www.single-ouen-navi.metro.tokyo.lg.jp/
https://www.fukunavi.or.jp/fukunavi/
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６４ 

 

２. 福祉施設や事業所が提供する福祉サービスについて、第三者機関が

評価した結果を見ることができます。 

３. その他介護サービス情報の公表、福祉用具に関するさまざまな情報

の紹介、福祉サービスの相談など東京の福祉のオールガイドです。 

 

■ 東京ウィメンズプラザ 

 https://www.twp.metro.tokyo.lg.jp/ 

 

 豊かで平和な男女平等参画社会の実現に向けて、都民と行政が協力して

取り組む具体的、実践的な活動の拠点です。 

 

主な事業 

１. 相談事業 

２. 普及・啓発及び交流事業 

３. 施設の提供 

  

■ 東京都医療機関案内サービス ひまわり 

https://www.himawari.metro.tokyo.jp/ 

 

都民の皆様に、都内の医療機関の場所や診療の内容などの情報を提供し

受診の参考にしていただくためのものです。このサイトでご案内している

医療機関の情報は、以下のとおりです。 

・名称、所在地、診療科目や診療日・診療時間などの基本的情報 

・対応できる治療内容や、院内体制・院内サービス、交通アクセス等 



 -  - 
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